青畝俳句研究2007.9.1～9.30


01■ 土不踏高く上がらず風の盆

つちふまずたかくあがらずかぜのぼん 

けんいち：越中八尾、風の盆。私はまだ行ったことはありません。二百十日の風を鎮め、豊穣を祈る踊り、風の盆。胡弓と三味の哀調の音にのりすべるように踊る。その様子がよく判ります。「脚高く」と云はないで、「土不踏高く」と表現したところが非常に良いですね。また、「上げず」ではなく、「上がらず」という表現も自然に手足が動いている事を想像させます。写像で見る限りですが、これは女踊りで、男の方は高々と脚を上げ土不踏も顕に見せています。この対照も面白いですね。

満天：八尾の町は、今日から観光客が押し寄せ大変な賑わいでしょう。数年前に行った時、地元の人々は、迷惑されているようでした。雪洞に淡い灯が点り、町全体が薄紅色になる、胡弓の音色が流れる。幻想的な中、人が多くて、踊りは充分に見ることができなかったのですが、手も足も流れるような踊りはやはり、「高く上がらず」の表現がぴったりですね。民家の二階で踊っている姿はまるで影絵のようでした。 

よし女：この時期、風の盆は、全国放送でよく取り上げられますね。風の神を鎮め、豊年を祈る行事とか。町中の男女が越中小原節を、三味線，胡弓、太鼓の伴奏で唄い、夜を徹して踊るそうですが、一度その空気に触れてみたいものです。映像では、哀調のある歌に合せて流れるように踊っていましたが、その踊るさまを「土踏まず高く上らず」の措辞で言い尽くされていると、感動しました。 

みすず：風の盆は、数年前に見る機会に恵まれました。辺鄙な小さな町ならではでの情緒があり、夢の世界に紛れ込んだような気がしました。土踏まず高く上げず、という他動詞ではなく　高く上がらずという自動詞の言い方で、余計に流れるような踊りの足捌きが感じられから不思議です。足だけ描写しているのに、風の盆の世界がひろがります。まさに一点に絞った描写ですね。 

花茗荷：越中八尾町の有名な踊りのことですね。男踊りの案山子踊りは足を高く上げる動作がありますが、女踊りは足を高く上げません。これは特定の踊り手のことをいっているのでないと思います。胡弓を弾く地方（じかた）という伴奏者これはそぞろ歩きですがこれも句意から考えにくい。不土踏つまり足が上がらずといっているのですから、これは青畝師を含め見学者のことを言っているのではないかと思います。踊りに見とれてそぞろ歩きになってしまうという意味でしょうか。この踊りは観光客が多くそぞろ歩きにならざるを得ませんが、それは近年ですから。 

みのる：わたしは風の盆をテレビでしか見たことがないので自信ないのですが、足を高く上げて踊る阿波踊りとは対照的に摺り足で踊るのかなぁ～、と連想しました。おわら踊り（風の盆）
http://www.city.toyama.toyama.jp/yatsuo/nourin/owara/index010.htm
というのをインタネット検索して見ました。高々と足を上げる様子ではなさそうですが、摺り足と言う感じでもないですね。宿の二階窓から見ているというような設定を考えると、少し風の盆の特徴が見えてくる感じはあります。

02■ 傘立を豆台風のもてあそび 

かさたてをまめたいふうのもてあそび 

けんいち：台風が来るとっていたが、ちっちゃな台風のようなので、なにもせずにいた。傘立も玄関の外に置きっぱなし。おや豆台風が通り過ぎるようだ。風が吹いてきたぞ。ちっちゃな割りには強い風だ。ちょっと心配だ。台風一過、外に出てみると、傘立が庭に転がっている。まるで台風が傘立をもて遊んでいつたようだ。この程度で済んで一安心。豆台風のもてあそぶの措辞がユーモラスですね。そんな風景でしょうか。 

よし女：「豆台風」と言う台風の表現がとても新鮮に感じます。そして、傘立てをもてあそんでいる、との表現が童心ですね。掲句を一読したとき、子犬が小さなボールとじゃれあっている光景が
浮かびました。豆台風が、軽い傘立てを今現在動かしているように思えます。家の内から眺めての一句でしょうか。 

みすず：豆台風という言い方があるのですね。もてあそび、という措辞もとても生きていると思います。何ともユーモラスな句です。いつも平凡な言葉しか使えない私にとって、青畝師の句は本当に勉強になります。 

とろうち：豆台風という言葉から、やんちゃな子供らが大暴れしているのを想像しましたが、それでは季語にならないので、やはりあまり大きくない、規模の小さい台風の事なのしょう。情景はみなさんが仰っているのと同じようなものを想像しました。ちょうど子猫がじゃれて遊んでいるように、ころころ転がったり、ふわっと持ち上がったりと、傘立てがせわしく動き回っているのでしょう。 

花茗荷：台風という名前がついたが上陸してみればたかだか小さな台風、せいぜい玄関先の傘立をガタガタと揺らし戯れているくらいの規模。もてあそびの措辞がこの句の命でなかなか出てこない言葉です。この感性が素晴らしい。

更紗：今日、関東地方は台風9号の影響で、ときどき強い雨風で、雷も鳴っていました。さて、掲句ですが、強い大型ではなく小さい豆台風。少し気を抜いて、何も対策をしていなかったら、通り過ぎた後、傘立てだけが転がっていた。「もてあそび」が効いていますね。いつも感じますが、ユーモアがあって、言葉を楽しんで使っている感じがします。そして、通り過ぎてしまえば何でもない豆台風。いつか消えてしまう台風ですが、傘立てが転がったことが、その豆台風は確かに存在していたのよと意味している感じがしました。
みのる：みなさんが捉えておられるように、豆台風という措辞のうまさがこの句の手柄ですね。辞書で調べると、接頭語として名詞に付くと説明があります。
(1)形・規模などが小さいという意を表す。→「―電球」「―台風」
(2)子供である意を表す。→「―記者」
青畝先生は、ことばの魔術師とも言われますが、決してなおざりに言葉を扱うのではなく、広辞苑や漢和辞典などで調べた上で、斡旋しておられることがよく分ります。さて、この情景、台風が去った後の余韻ではなく、最中の瞬間と見るのが適切です。玄関外でごろごろ音がするので、覗いてみたら取入れを忘れていた傘たてであったと言うところでしょうか。

03■ざっくりと田をゑぐられし出水かな 

ざっくりとたをゑぐられしでみづかな 

けんいち：昨日の諧謔味ある豆台風の句に比べ、なんと悲惨な句でありましょう。収穫直前の田が出水によってざっくりと畦を抉られ、みずびたしになったというのですから。たんたんとした詠みかただけに、かえってお百姓の嘆きが胸につたわってきます。数年前、米どころの福井へ、大雨を伴う台風のあと行った時の風景を思い起こしました。この句の通り田は畦をゑぐられ水浸し、稲は風により見渡す限り倒れ伏していました。こうなればもう収穫作業は不可能とのことでした。


はるにれ：ストレートに哀しさが伝わってくる一句ですね。収穫を前に出水によってえぐられたものは稲だけではない。 

よし女：「ざっくりとゑぐられし」によって、大きな出水だったことがわかります。はるにれさんの言われる通り、えぐられたのは稲だけではありませんよね。毎年毎年、懸命に米作りに励んでいる農家の方の落胆や、悔しさも良く解ります。また、その方々への同情心や、自然のむごさに付いても思いを寄せられている一句だと思います。 

とろうち：何千、何万の言葉を駆使しても言い尽くせないものもあれば、たった十七文字で全てを言い尽くしてしまうものもある。ざっくりとえぐるという言葉だけで、損害の大きさ、出水の激しさ、農家の人の落胆と、全てが言い尽くされてしまっています。淡々としているからこそ、その奥にある豊かな感情までも酌む事ができる。だから私は俳句というものに惹かれています。 

花茗荷：「ざっくりとゑぐられし」の表現でかなりの台風被害があった田を想像できます。「平明でわかりやすい言葉で作る」の見本です。 

みすず：確かに「ざっくりとえぐる」が非常によく効いていますね。写生でありながら、小主観を内に秘めている佳句だと思います。お百姓さんの痛みも、作者の痛みも、また読者の痛みをも誘い出します。青畝師が、作法は蕪村流に、精神は芭蕉追求、写生を旨とする花鳥諷詠は虚子に決められたという思いが、良く伝わってきます。 

みのる：この作品を鑑賞していて青畝先生のお言葉を思い出しました。青畝先生は、『 俳句は存問 』 という意味のことをよく説かれました。存問というのは広辞苑を調べると、「 安否を問うこと。慰問すること。（「存」は見舞うの意）」と載っています。つまり、存問の心をもって自然に対しなさいと言うことです。そして、「作者のやさしさや愛が伝わってくるように詠みなさい」とも教えて下さいました。「歪んだ感性で対象を見ても決して人の心に響く俳句は生まれません。わたしたちの生活は楽しいことや嬉しいことばかりではなく、当然、苦しいこと、悲しいこと、悔しいことなどもあります。これらを句に詠むことがいけないということではありません。そうした感情を句に詠む時でも、絶望感や挫折感で終わるのではなく、愛が、希望が、救いが感じられるように詠みなさい。」とも仰いました。生々しい情景の写生でありながら、みなさんが、お百姓さんたちの身になってこの句を味わっておられるのは、押し付けがましい愛情ではなく、作者の情感というものが自然に醸し出されているという証しです。わたしたちもこの作品のような、命のある写生句を目指しましょう。 

04■ 湯薬師は夜長く灯り給ひけり

ゆやくしはよながくともりたまひけり 

けんいち：「湯薬師」は「ゆくすし」即ち漢方薬師なのだ。煎じ薬をつくる漢方薬専門薬師には、動植物の薬剤が所狭しとならべられています。薬師はそれを取り出しすりつぶし配合をかさねています。あの患者この患者と頭にうかべながら一番良いとおもわれる煎じ薬をつくつています。秋の夜長でありますが、この薬師の店の灯りはいつまでも消えません。ああ、ありがたいことだなあ。

花茗荷：これはかなのふり方で句の意味がまるっきり変わりますね。湯は温泉だろうと思います。句のイメージとしては湯治場でしょう。秋の夜長遅くまで治療のためにほの暗い電球を灯しつづけている様子です。湯薬師ですが温泉は医者の治療と同じように効能があることから温泉即ち湯という薬師であるという意味で湯薬師という造語がでたと解しました。薬師は医者の意味だと思います。
とろうち：おもしろいですねぇ。お二人のコメントを読む前に私が考えたものを言いますと、まず「湯薬師」という言葉を見た時に真っ先に思いついたのは、映画「千と千尋の神隠し」に出てきた釜じぃでした。でも、温泉とかの薬効はもともと湯に含まれているものだから、薬師（くすし）という言い方は変じゃないだろうか、と思い辞書を引きましたところ、湯薬（ゆぐすり）＝煎じ薬とありました。そこで考えたのは、時間をかけてゆっくりと煎じ薬を作っている。その薬師の仕事場の灯は、夜遅くまでまだ灯っているよといった意味ではないかと想像しました。ただこれだと意味は通じるような気はしますが、何か、「てにおは」が変な気もしていたのですが、花茗荷さんの読みですと、ぴったりときますね。けんいちさんのコメントを参考にしますと、湯薬師は「ゆやくし」と読むのでしょうか。でも、これだと前知識がないと分らないですよねぇ。薬師湯なら温泉の事と分るような気もするのですが。 

よし女：薬師は薬師如来では？　と思います。その前に湯とつく事によって湯治場が浮かびます。その湯宿の棟続きの一画に薬師堂があり、おまつりしてある。それが夜遅くまで灯っている。裸電球か、小さな笠のついた電灯が門灯のように灯っていて、蝋燭も絶えることなく。「給ひけり」は尊敬語ですよね。仏に対して最もふさわしい措辞ではと思うのです。薬師如来を広辞苑で引くと、生命のあるすべてのものの病気、災害を治し、やすらかな境地に導く仏の敬称で「朝観音、夕薬師」といわれるほど庶民に信仰されたとあります。いま一つは、青畝師の年表で見ると明治32年生まれ、平成3年逝去とあり、大正、昭和の時代に「くすし」と一般的に言われていたのだろうか、との疑問も起こりました。故に最初を「ゆやくし」と読みたくなります。


はるにれ：この句を見たときにまず思い浮かんだのが、薬師の湯という温泉の外湯でした。記憶が正しければ信州別所温泉に薬師の湯という外湯があり一晩中、入れたような記憶があります。私もお薬師様が祭られている温泉が夜遅くまで灯をともしていて下さる。という意にとれるような気がします。私の読みが浅いのか、青畝師のお句には、スコーンと一読でわかる句と何度読み返しても解らないのとがあります。今日の作品は後者です。

更紗：「湯薬師」難問ですね。「夜長く灯り給ひけり」から解読してみました。灯が夜遅くまでずっと灯っている。そこから、煌々とした明かりではなくぼやっとした、ランプみたいなものを想像しました。そして、「給ひけり」は、よし女さんが仰っているように尊敬語なので、「夜遅くまで（灯が）お灯りになっている」という感じでしょうか。そうしてみると、「湯薬師」は「ゆやくし」と私も読みましたが、「湯」は温泉、「薬師」は薬師如来ではないかと感じました。私は、薬師如来というとお寺に飾ってあるものと思っていたので、温泉地や湯治湯のそばに古いお寺があって、作者がお湯に浸かっているとき、薬師如来のお堂の小さな明かりがこんな夜遅くまでお灯りになっている。と解釈しましたがどうでしょうか。

みのる：みなさん、苦労されたようでごめんなさい。何を隠そうわたくしも、20年前のひいらぎの合評で、「ちんぷんかんぷん」だった作品です。正解は、温泉処に祭られている薬師如来です。薬師湯というと少し違った意味のなりますね。温泉宿で働く人々（仲居さんや湯女、芸者さんたちなど）の生活に密着した薬師様なのでしょう。深夜まで働いたあと、今日一日の加護を感謝し、また明日への祈りを捧げる。そのような人々のために、この湯薬師は、夜の間ずっと灯されているのですね。

05■ 立枯れの天に矛向く花野かな

たちがれのてんにほこむくはなのかな 

けんいち：草木を立ち枯らせるような日照り、これが立ち枯れの天。雨も降らず旱。このような天に矛をむけ、抵抗するように秋の草花が咲き乱れているよ。そんな風景。まだまだ夏山を脱し切れない旱の中で、地下に貯えられている雪解けの水から、もう花野が広がっている。ささやかな花が健気にも天に矛を向けているようであるが、いずれはこの花野に相応しい爽涼の天になるのだ。それが自然の摂理。そんな風に鑑賞しました。季語重なりにならない配慮が見事ですね。
はるにれ：きょうもまた難しい句ですね。「立枯れ」は天につく語なのでしょうか。花野の花が立ち枯れて天に矛を向けているようだ・・・ともとれるのですが。むずかしい。 

花茗荷：秋草が咲き乱れている野に早くも花を落として枯れてしまったものが何本かあるようだ。立ち枯れたその姿はまるで矛が天を指し示している様に見える。今咲き誇っている秋草もやがてはこのように枯れ果てて行くのであろう。立枯れと花野があるが、季感はまだ花野が感じられる秋です。

よし女：最近は電子辞書の広辞苑が大活躍です。立枯れは草木が立ったまま枯れること。この意味そのものは解ります。矛を調べました。諸刃（もろは）の剣に長い柄（つか）を取り付けた武器。
枝のあるものもある。敵を突き刺すのに用いる。とありました。この長い柄が付いていると言うことから、「立枯れ」は、高木が省略してあるのでは、と解釈しました。落葉松などの白骨化したもの、或はその寸前のもので、葉を落し、途中の小枝も無い高木を想像しました。それが天に矛を向けているようだとの思いが、矛向くと断定になっていますね。花野の入口あたりの景でしょうか。美しく柔らかい花野に対し、硬く鋭い立ち枯れの矛との対比。そして天と地の対比。見事だと思います。

とろうち：青畝氏の俳句で矛に例えていたものを思い出しますと、メタセコイア、火山の噴煙など、天に向かって高くそびえ立つものが多いと思います。解釈としては、よし女さんとほぼ同じです。なんらかの理由で枯れてしまった高木。矛に例えているくらいですから先が鋭くとがっているような形の木でしょう。イメージとしては硬質で鋭利、色で言えば白。その下に広がる柔らかで色とりどりの花野。さらに、そよぐ物もない立ち枯れの木に対して、絶えずそよいでいる花野の対比。
上五中七に緊張感を強いるような言葉を並べて、下五で一気に緊張をほぐす花野という言葉。
きれいですね。 

みのる：天に矛向くということで高木であることが想像できます。初心の方は、立枯れと枯木との違いを混同しがちですが全く違います。枯木は、落葉樹が冬すっかり葉を落とした姿を言いますが、立枯れは何かの理由で枯れてしまったのです。矛柱のようにまっすぐ直立している姿を連想しますね。立枯れと花野とが共存していると言うことなので、高山の中腹あたりの景でしょうか。
枯れて死すものと、美しく着飾った花野、いずれも神様の摂理なのですね。敬虔なクリスチャンであられた青畝先生は、この対比した眼前の景に生命の尊厳を感じられたことでしょう。

06■ 宝冠のごとくに枯るる芒かな

ほうくわんのごとくにかるるすすきかな 

けんいち：一面にひろごるすすき原。花の時期はすぎ、真っ白に枯れている。そこへ夕陽があたり黄金のごとくきらめいている。まるでダイアモンドをちりばめた宝冠のようだ。そんな風景がパッと頭にうかびました。普通には枯れすすきは滅びまたは哀れのイメージをもつて見るのですが、宝冠というプラスイメージで詠まれている。云われてみれば納得ですが、なかなか宝冠とまでは云えない。そのあたりがすごいですね。
花茗荷：秋の終り頃になると野原一面の芒が逆光や乱反射で銀色や金色にキラキラと輝いて見えることがある。そのような情景を言ったものと思う。宝冠のごとくに、ですから全くの枯れ芒ではなく多少は枯れがかってきた芒というイメージです。季感は晩秋だと思います。

よし女：宝冠のイメージは宝石で飾った冠ですよね。面白い表現だと思いながらいま一つピンときません。広辞苑で引くと
①宝石で飾った冠。②長い白木綿で頭を包み巻く頭巾の一種。（法冠とも言う）。　
奥の細道に「木綿（ゆう）しめ、身に引きかけ、宝冠に頭を包み、強力　というものに導かれて」とありました。あれこれ見ていたら、月山に登るときの服装と解りました。　山伏の服装ですよね。②の説明で白木綿と白が強調してあるので、俄然イメージがふくらみます。芒が穂芒になり、花芒になり真っ白い頭巾をかぶったようになっている芒原の景でしょうか。朝日か夕日が射しているかもしれませんね。やがて枯れていく芒。一句の季感は秋ちょうど今頃でしょう。旨い表現ですが手ごわい一句です。

みすず：芒が枯れていく頃になると、青芒とちがってちょっと呆けたようになり、すらりとした形から、少し開いて丸まったような形になります。写真をいろいろ見て、この形が宝冠に似ているのだと思いました。枯れる間際の最後の美しさでしょうか。生命を持つものの、きらめきを感じます。おりしも秋空がそして秋の雲が美しいことでしょう。宝冠のごとく。つくづく表現が豊かだと思います。 

とろうち：光が当たるときらきらと金や銀に光って見える芒の穂を宝冠のごとくと表したものだと思います。芒の穂、つまり頭の部分が輝いているのを見て、冠をかぶっているように見立てたということでしょうか。 

みのる：宝冠という形容をどのように連想するのかちょっと難しいですね。とろうち解のとおり、枯れ芒が朝日か夕日を弾いて輝いている情景でしょう。また、「ごとくに枯るる」なので、みすず解のとおり、穂先がほぐれて冠状になっているのだと思います。誰もがどこかでは見た景と思いますが、「宝冠のごとくに」は、出てこないですね。降参です。ところで、芒に似た多年草で、パンパスグラスをご存知でしょうか。ススキようもふさふさとしていてまさしく宝冠という感じなのです。荻の種類にも似たようなのがあるようです。でも、先生が間違われるはずはないと思うので、やっぱり芒なのでしょうかね。 

07■ 今日の日を穂高に残す花野かな

けふのひをほだかにのこすはなのかな 

けんいち：日本三番目の高峰奥穂高岳を中心にひろがる穂高連峰、登山家の最も愛する山のようですね。あちこちに花野もひろがつています。もう下界は暮れているようだが、ここ穂高の険しい山容にはまだ今日の日が残り、その裾にひろがる花野にも柔らかい日を投げかけている。山小屋にはそろそろ灯がともるころだが、こんな気持ちの良いところにもう少しゆっくりしてゆこう。今日の日を穂高に残すの措辞が気持ち良いです。去りがたい思いが感じられます。
光晴：久しぶりに私が鑑賞出来る句です。山の日暮れは早いですが、山の頂はまだ光り輝いているのでしょう。きれいな花野と日を浴びて聳える穂高がはっきりと見えます。また、高い穂という、穂高の固有名詞が効いています。 

花茗荷：花野だから穂高の麓である上高地、安曇野あたりが想像できる。そこから北アルプス穂高連峰を遠望しているのであろう。山の暮れは早いがまだ遠くの穂高連峰には日が残っている。そんななかで花野に佇み華やかな秋草を楽しんでいる状況ではないかと思う。遠景の穂高の岩壁と近景の美しい花野が対照的である。若い日は狂ったように北アルプスへ通ったものでした。想えばこの頃に俳句と出会いたかったです

とろうち：今日という日も暮れようとする頃、穂高にはまだ日が当たっている。麓はもう夕影となっていて、まだ明るい山と好対照を成している。「今日の日」というのは、夕日を指しているのでしょうがそれと同時に、今日という一日を意味しているようにも感じます。花野と夕日と、自然の美しさを満喫した一日の充足感が見えるようです。一読した時に、虚子のこの句を思い出しました。「遠山に日の当たりたる枯野かな」
はるにれ：きれいな気持ちのよい句ですね。穂高というと上高地からの前穂高、安曇野からの穂高、共に何度も見た風景です。この日の解釈をどうするのか、今日一日という日なのか今日照っていた日なのかでずいぶん違う解釈が出来る気がします。今日一日の、と解釈すると作者の穂高に対する思いが中心に来ますし、照っていた日とするとまだ落ちない日が穂高に留まっているという写生であるわけで読む側の気持ちでどちらともとれる気がします。 

よし女：なかなか手ごわい一句ですね。「かな」の詠嘆で花野に感動している青畝師の気持ちが、よく伝わってきます。今日の日は今日一日のことか、今日の陽のことか、どちらにも解釈出来ると思うのです。一日の良き思いが穂高にも残るであろう。花野と同時に、穂高連邦を身近にしたことも忘れ難いことだ。ということでしょうか。感動と満足感、去り難い惜別の情などが混在しているように思えます。 

みのる：とろうち解に感心しきり。補足解説する余地がありません。「今日の日」という措辞がまったく素晴らしいいのです。「残照を穂高に残す花野かな」でも、客観写生には変わらないのですが、「今日の日」といったことで、みごとに小主観が隠されていますね。わたしの想像ですが、この「今日の日」は、あとからの推敲によって生まれたのではと言う気がします。

08■ 有耶無耶といふ関葛の花襖

うやむやといふせきくずのはなふすま 

けんいち：有耶無耶の関をネット検索すると二つあります。宮城から山形にぬける笹谷峠と山形から秋田にぬける三崎峠。前者は山中、後者は海沿い。どちらにも、鬼がでてこの峠を越える人を食べる、そこで神の鳥が旅人に今日は鬼がいるー有耶、いないー無耶と鳴いて知らせ安全を守った。との伝承があります。さらに両者共歌枕の地。三崎峠は奥の細道で芭蕉が曾良を伴って越えたところです。ここは有耶無耶といふ変な名のつけられた関跡だよ。おや葛が木々に巻きついて襖絵のように連なり花をさかせているよ。木の花か葛の花かよく判らない。有耶無耶という言葉にふさわしいなあ。ところでこの句どちらの峠で詠んだのでしょうか。
光晴：先日、勿来の関を訪れたが、東北の関には本当の関の名前で呼ばれるところが少ないようだ。平安の世にあっては、関東から先は想像するだけの夷荻の地であったからだろう。それだけに、ロマンを掻きたてられて多くの歌が詠まれたと思う。有耶無耶の関もその一つだ。葛の生い茂る果ての関の気持ちが葛襖に表出されている。葛の花は襖と言うほどには咲かないので、そこらへんもウヤムヤに言っているのではないだろうか。 

満天：「といふ」で固有名詞と分ったのですが、葛の花の繁殖力旺盛なのには驚きです。奈良の山道の道路標識をも隠してしまうほどです。有耶無耶の関の立て札をも覆い隠すほどでは。その花襖の向こう側に怖ろしい路が隠れているのでは。有耶無耶と葛の花の取り合わせがいいですね。 

とろうち：葛というのは繁殖力が強く、色々なものに絡みついては勢力を伸ばします。花の部分はたおやかな草のようなのに、根本は太くて木そのもの。なんだかはっきりしないという意味の関と、木なのか草なのかはっきりしない、葛という植物を対比させているのでしょうか。有耶無耶関について検索してみました。けんいちさんが仰っているように東北には二つの有耶無耶関があります。
http://www7.plala.or.jp/t-aterui/miyagi/m-uyamuyanoseki.htm
http://www7.plala.or.jp/t-aterui/yamagata/y-uyamuyanoseki2.html
一つめの有耶無耶関は、今なお寂しい遭難の歴史の峠。二つめは奥の細道にも登場した、今は公園として整備されている地。どちらで詠まれたのかは分りません。ただ、この句を読んだ時のそこはかとない寂寥感は、前者にふさわしいように思いました。遭難の歴史と、生命力の強い葛の、花襖と言われるほどの繁茂。ちょっと深読みかとは思いますけど。

よし女：有耶無耶といふ関跡が今も残っているのが、面白いです。「といふ」でよく解ります。その関跡あたりは鬱そうとしているのでしょう。葛は本当にうやむやと繁りますね。これを掻き分けて通ることはおよそ不可能です。それを、襖と言い、花が今盛りで、葛の花襖となっている措辞が見事です。 

花茗荷：ネット検索でこのような関があるとは驚きだが、関は関所の意味で間違いなさそうである。ネット検索をする前に関を別の意味で解釈していた。囲碁の対局の場面である。辞書では関はと同源とある。堰は攻め合いの状態で互いに相手の石を取れない状態をいう。複雑な堰になると堰という形になっているかどうか判別しにくく曖昧ではっきりとせず理解し難い局面・・・このような状態を言っているように思えた。この対局の和室には襖に葛の花が描かれてある。しかしこのようなことを俳句にするだろうかとも思っていたのです。

みのる：俳句では、山襖、杉襖、などといったふうに一面に広がる景の形容としてよく使われる表現法です。葛の場合は、谷を覆うようにはびこるので、葛畳という表現がポピュラーですが、葛襖といわれると、絶壁上の斜面一面に生い茂っているように連想できます。葛の花襖というのは葛の花が襖状という意味ではなく、花盛りである葛襖と解すると分りやすいと思います。関跡というのは、何もないところに碑とか白柱標識が立っているだけですね。揚句の関跡も「有耶無耶の関跡」というような標識がただぽつねんと立っていたのでしょうね。関跡の謂れを深く詮索する必要はないかもしれないのですが、一度訪ねてみたいという興味をそそる句ですね。言葉の斡旋による巧みな作品といえます。
09■ しばたたく牛の目玉よ露を舐む

しばたたくうしのめだまよつゆをなむ 

けんいち：放牧された牛達が、まぶしい朝日に牛は目をぱちぱちと何度もまばたかせています。そして朝露にぬれた牧草を舐めるように食んでいるのです。さわやかな朝の牧場風景。牛の目。いつみても非常に優しいですね。そしていつも涙を溜めているように潤っています。そんな牛の目玉に焦点をあてて、しばたたくというあまり聞きなれない措辞でその様子をよく表わしています。
とろうち：しばたたくという動詞で連想するのは、石原都知事だったりする・・・牛の目はよくまたたきますね。羽虫とかがまつわりつくのかしらなんて思いますが、まぶたは忙しく動いているのに、他の部分はとてもスローモー。露ですからやはりこれは朝の風景でしょうか。朝日に目をしばたたかせ、おもむろに草の露を舐める動作がとても平和ですね。
よし女：牛の目はけんいちさんが言われるように優しいですね。そして可愛い。しきりにまばたきをする牛を見ている作者の目も優しいですね。それが、「よ」の詠嘆でよく解ります。目玉の言い方にも童心を感じます。子供の頃、農家の我が家は自宅で牛を飼っていました。牛の舌はびっくり
するくらい長ーいんですね。その舌を横傾きにして、わらや草など巻き込むように食べます。胃袋が二つあり反芻するので、食べるのも早いし大食です。気候の良い朝などは、草の多い外に連れ出されて好きなように食べていました。朝露に濡れた草を食べる様子が、作者には露を舐めるようにも見えたのだと思います。鋭い観察ですね。
花茗荷：この句の眼目は正に目玉よではないかと思いました。愛情をもって牛の表情を観察している様子が感じられます。又、「露を舐む」の表現に卓越さを感じます。
みのる：「露」は屋外の季語なので、放牧の牛だと想像が付きますね。そして、よし女解のとおり、草を食むといわずに、「露を舐む」と、観察したところが小主観です。勢いよく草を食べる舌捌きによって撥ねた露がまぶたに飛ぶのかもしれませんね。頭で考えて作れる句ではないです。しっかりと写生し観察をしている過程で、「露を舐む」という実感を得て成句となりました。
けんいち：そうか！「露を舐む」は、露に濡れた牧草を食べている行為なのだ。まるで露を舐めているように見える。写生するも、自分にはどう見えたかを言葉にする、それが重要なのですね。
10■ 広沢の水鏡なす虫月夜

ひろさわのみずかがみなすむしづくよ 

けんいち：観月の名所といわれる京都嵯峨の広沢池。池の水面は鏡のように月を写し、岸の草叢からは、すだくような虫の声。虫月夜、私の歳時記の季語にはありませんが、この言葉の斡旋により、この句は平凡から脱し格調高く胸に響いてきます。広沢池はいまでも自然が十分に残っており、まだこのような風景が見られるのではないでしょうか。しかし俳句はすごいですね。次の後鳥羽法皇の歌とついつい比較してしまいました。「広沢の池に宿れる月影や昔をてらす鏡なるらむ」17文字においてはるかにこの歌をこえる感銘を私はうけました。　
満天：視覚と聴覚を同時に詠んだ美しい俳句ですね。日本の京都でしか詠めないようなお句です。
いつまでもこの澄んだ景色がつづきますように・・・・ところで「虫月夜」歳時記のどこにも見当たりません
とろうち：きれいな句ですね。日本の美を凝縮したような美しさ。広沢池は静まって、まるで鏡のように空の月を映している。その静けさをさらに演出するのが、美しい虫の声。鏡のような水面、鈴を振るかのような虫しぐれ、青白い月光。どれをとっても美の極みですね。
よし女：広沢の池は水鏡となっている。秋の夜空は澄んでいて月がまことに美しい。虫の声もしている。月夜だけでなく、虫の夜だけでなく、虫月夜となったことで、広沢の池と共に周囲の夜の風景が、「ぱーっ」と広がります。虫月夜は青畝師独特のものでしょうか。
花茗荷：中秋の名月を写す鏡のような広沢の池に虫の音を聞いているのでしょうか。広沢の池は日本三大名月鑑賞池のひとつであり平安時代から景勝地として有名とある。観月の池として知られているとは驚きである。35年程前に何度となくこの前を走っていたがただの古ぼけた池ぐらいでしか感じていなかった。こんなところで月を愛でていたとは～。

みのる：水鏡、虫月夜という言葉がでてきました。青畝師の頭脳には、ことばが湧き出る泉があるようですね。暗がりでは、水鏡の様子は分らないので、月明かりが広沢池に射しわたっている様子が連想できますね。漣すら立たないのですから、風もなくまったくの静寂が周りに広がっています。そして虫の音。若干お膳立てが整い過ぎているようにも思えるのですが、「虫月夜」といった複合季語を考え出すのも先生の冒険心というか探究心の表れですね。

11■ もげし肢もとに還らずきりぎりす 

もげしあしもとにかへらずきりぎりす 

けんいち：イソップのアリとキリギリスの物語。私は小さい頃から、キリギリスに同情しておりました。根っからの怠け者であったこともありますが、同じこの世に生をうけた生き物なのになんでそこまで悪者にしななければならないの・・と。私、この世に生をうけてうん十年。人生の秋（まだ冬でない）です。数年前に山登りで脚を折りました。人間の世にうまれたので、少しは修復しましたが、完全には元にかえりません。それ以外の体のすべてに老いを感じ、いくら頑張っても昔を今にするよしもなし、であります。きりぎりすのこんな姿この時期にはよく見かけます。その度にきりぎりすファンの私は、「頑張れよキリギリス君、どんな姿でも生あるうちはこの世を楽しめよ」と心の中で呟くのです。きりぎりすの姿をありのまま詠んだ師も、おそらくそうではないかと思うのです。
はるにれ：幼い頃、虫愛ずる姫であった私は、よく虫取りをしていた。時に、捕っている途中に、虫の足や蜻蛉の羽が取れてしまうことがよくあった。あわててもげた脚、取れた翅を元の場所にくっつけてみるが元通りにならない・・・あげくに糊でくっつけてみたこともあった。何をやっても元通りにならない。いじっているうちに虫が死んでしまう事もよくあった。それでも懲りずに虫を捕っては、翅や脚をくっつけてみることをやっていた。この句を読んだ時、幼い頃の切ないような、好奇心のような、命がはかないことや、こんなに簡単に脚や翅がもげてしまうことや、一度取れてしまったものは再生しない哀しさを自ら学んだ日々が蘇った。こういうお句に出会うと、青畝師という方は見た事を当たり前に述べる幼子のような心の持ち主でいらしたのだなぁとつくづく思う。
よし女：この一句この通りですね。きりぎりすやその他の虫の肢は、よくもげるのですよね。「もげる」というのは方言かと思っていたら、広辞苑にありました。ちぎれて離れ落ちると・・・それが二度ともとに還らない。「きりぎりす」と、きちんと言葉を納めてあることにも、胸を打たれるものがあります。対象に対する深い愛が感じられます。
花茗荷：肢は「し」と読み、手と足のことである。又、手足はからだの枝（えだ）にあたるので肢と書くらしい。幼い頃、このようなきりぎりすの姿をよく目にしたものであるが、今は鳴き声を聞くぐらいで、きりぎりすの姿を見ることはめったにない。肢を失った、きりぎりすの無残な姿をそのまま詠んだものであるが、そこから作者のきりぎりすへの哀れみの心持が充分に感じられる句である。
とろうち：この場合の肢は、当然後ろ肢でしょう。きりぎりすのような虫にとっては一番大事なもの。とかげのしっぽのように生えてくるものではないし、跳べなくなったきりぎりすは、静かに死を迎えるのでしょうね。虫の世界は不思議です。人間の目から見るとかなり残酷な事も行われる。けれどいつも無言で、従容として己の運命を全うしているように見えます。
みのる：はるにれ解のような体験、わたしにもあります。わたしはちょっと視点を変えて鑑賞してみました。虫かごのきりぎりすを写生されたのではないかと思います。蟷螂の共食いは有名ですが、きりぎりすや鈴虫なども、えさ不足になると生存競争のために共食いする習性があるそうです。かごの中の戦いで、肢のもげてしまったきりぎりすをご覧になっての詠嘆句ではないでしょうか。かごの中には、もげてしまった肢も残っていて見えているのです。「かわいそうに、できるものなら元に還してあげたいけれど」という作者の気持ちの裏返しが、「もとに還らず」という表現になっているんですね。「客観写生によって小主観を包み」こむというテクニックです。
12■ 芳一の堂にみみずの鳴くならん

はういちのだうにみみずのなくならん

けんいち：平家の怨霊にとりつかれた芳一、夜な夜なその墓に琵琶を抱え平家物語を吟ずる。それを案じた和尚が子坊主に芳一の全身に経文を書くのを命ずる。芳一はこれにより難を逃れるが、子坊主が耳に書き忘れたため、芳一の耳がそがれてしまったとの物語。本来鳴くはずのないみみずが鳴くという秋の季語。この物語から、この句には言葉としては出てこない耳なしを連想させ、また蚯蚓の鳴くのは平家の怨霊が泣いているのではないかという思いを想像させ、この季語の趣がぴたりとあつた句です。青畝師のおおらかな詠み方がよいですね。

とろうち：「鳴くならん」というのは、鳴くのだろうという意味でしょうか。蚯蚓が鳴く、実際には螻蛄の鳴き声といいますが、どこか陰鬱で静けさの中にも不気味さがある季語ですよね。だんだんと暮れてゆく芳一のお堂。地底から蚯蚓の声が聞こえるのかそれとも、聞こえるように感じるだけなのか。なんとなくこの句からは、かすかな恐れを感じます。

みのる：蚯蚓は鳴かないのですが、「ジー」と細く長く切れ目なく鳴く地虫の声を昔から、「蚯蚓鳴く」といったらしい。とても俳諧味のある季語ですが、使うのは難しいですね。琵琶法師「耳なし芳一」の哀話はあまりにも有名ですね。「鳴くならん」ですから、堂に祭られている芳一の霊の寧かれと蚯蚓も鳴いているのであろう・・・という詠嘆句ですね。この作品も客観写生風に表現しながら作者自身の小主観が隠された句です。虚子の教えに従って、徹底的な写生の修練をされた先生は、手のひらが主観、手の甲が客観といわれ、手のひらを握ってごらん、手のひらは隠され、客観である甲だけが見える。客観と主観とは表裏一体なのだよと教えてくださいました。

13■ 蓑虫のぬき衣紋してをどりをり 

みのむしのぬきえもんしてをどりをり

けんいち：一読、大笑い。あの地味極まる蓑虫がぬき衣紋して踊っていると言ふのですから。でもそう言はれればそうですね。蓑から首をだした姿、着物の後ろ襟を引き下げたぬき衣紋の姿に似ています。それが風に揺られているのを踊っていると見たのでしょう。その蓑虫の姿と遊女がぬき衣紋で踊っている姿と重ねあわせれば、可笑しいですね。笑ったあと、蓑虫の哀れさを一際感じます。GHのホームページにある、「俳誌ひいらぎ」のリンクをクリックし、歳時記あれこれをクリック、蓑虫を選ぶと、この句にあるぬき衣紋姿の蓑虫が、青畝師のこの句と同時に見られます。

とろうち：蓑虫については、簑に入って木にぶら下がっている姿しか知りませんので早速検索して調べてみました。今は便利ですね。蓑虫の観察日記などが画像付きですぐ見られるんですから。蓑虫は簑の中で蛹になるまでは、簑をかぶりながら移動したり食事したりするのですね。揚句は、簑の中から顔を出した蓑虫が前屈みになって移動しようとしている様が着物を抜き衣紋に着ているように見えたということでしょうか。「をどりをり」とありますから、餌を探して右に左に体の向きを変えているのかもしれませんね。

みのる：観察の利いた写生句ですね。「ぬき衣紋」という措辞には脱帽です。身をよじらせて、蓑から出ようとしている所作を、「をどりけり」で表現しています。

14■ 俯仰頻り蟷螂何をたくらむや 

ふぎやうしきりたうらうなにをたくらむや

けんいち：「蟷螂の斧」という例えがあります。「おおげさであるが無駄な抵抗」の意ですが、それは人間に対してで、このカマキリ君は虫仲間の殺人いや殺虫者です。動くものはなんでも食べてしまうぞとこの句のようにあのとがった顔を俯いたり仰むけたりしながら獲物を狙っています。蜂、蟋蟀、自分より小さい虫はもっとも得意ですが、油断すれば自分が同じ仲間の雌にたべられてしまうのですから、ここはたくらみを悟られないように慎重に、慎重に・・。

とろうち：蟷螂という虫は私の周りでは結構な嫌われ者です。でも私はさほど嫌いじゃない。見ていると結構おもしろいし、中世の貴婦人のような姿がおもしろい。蟷螂の頭部は180°回るそうです。蟷螂に限らず、とんぼなどの肉食虫の頭はよく動きますよね。その様はしきりと何かを考えているような、たくらんでいるような、とても擬人的に見えます。

みのる：観察をしながら、その所作に対して語りかけています。「俳句は存問」という先生のお言葉そのものですね。幼子のような純真さで自然に対峙していると、自然の方から話しかけてくるのだよ・・と言われた先生のお言葉を思い出します。写生俳句の原点を教えられた気がします。

15■ 尼が寝にいまこそ白し月の縁
あまがねにいまこそしろしつきのえん
けんいち：庵程度の尼寺です。今日は中秋の名月。縁側に月見団子、すすきを置き、庵主は月の出る前から座り月を愛でています。月は昇るにつれ、輝きを増します。永らく座っていたため疲れを覚えた庵主は中に引き込み寝ます。誰もいない縁側を、中天にさしかかりますます澄みわたった月光が隈なく白々と照らしています。今年も月見が出来たといふ満足の庵主の寝息がすやすやと聞こえてきます。そんな尼寺の清澄の風景が浮かびました。

とろうち：さぁ～難解ですな（笑）、まず「尼が寝」が分らない。最初はけんいちさんと同じような情景を想像していたのです。それで後にまたこの句を見たら「いまこそ」とあるのですね。なぜかここを「いよいよ」と勘違いしていたのです。そうなると「いまこそ」だと「いよいよ」とは違って、もっと瞬間的、今この時という意味ですね。とすれば、月の光に縁側が白く光っているというのは違うのではないか。「月の縁」は、月のふちではないかと思って、はたと気づいたのが月白という季語でした。月が昇ろうとして山の端が白く明るくなっている。そして今まさに月の縁が見えたよ。といった意味なんじゃないかと思いました。とすると「尼が寝」とはなんでしょう？　尼さんの寝所という意味でしょうか？　それとも尼さんも眠ってしまった時間という意味でしょうか。それとも「尼が寝」という固有名詞があるのでしょうか。う～～～～む、分からないっ！
みのる：ちょっと難しかったでしょうか。尼というのは、出家した女性、修道女などの意で使われることが多いですが、この句の場合は、深く詮索せず、女性という意味にとればいいのかなと思います。寝待月という季語があります。寝待とはその字のとおり「寝て待つ」という意味で、月が昇るのが遅い事からこう呼ばれています。また「臥待月（ふしまちづき）」とも言われます。また、白秋といって、俳句では秋の色は白とされていることをご存知でしょうか。このような材料（知識）を元にもう一度この作品を鑑賞してみると、ひりの女性が縁に身を横たえて月の出を待っているうちにうたた寝をしてしまった。すでに月は高くなり白白と月光がその縁を濡らしている。という情景です。かつらぎ庵での奥様を写生されたのかもしれませんが、なんとなく着物姿の女性を連想します。艶っぽい句ですね。
16■ 人形の泣く敬老の日なりけり 

にんぎやうのなくけいらうのひなりけり 

けんいち：青畝師がこの句をお幾つの時詠まれたのか知りません。93歳までご長命であられましたので、相当のご高齢の時に詠まれたと想像します。お立場上色々の方、又方面から祝辞を受けられます。そこで飾られている人形を見ると、その人形が泣いていた。師は最初のご結婚後早くに奥様を亡くされ、再婚後の奥様も終戦直後亡くされています。この人形はその奥様の家の何かの遺品なのでしょう。人形の涙とみえて実は青畝師の目が涙で曇っている。自分はこのように永らえて、敬老の日を迎え、皆から祝辞を受けている。君達とも、一緒に永らえてこの日を迎えられたら良かったのに、と。
花茗荷：一読難解、二読誤解、三読不可解。推測人形浄瑠璃文楽 

とろうち：花茗荷さんのコメントを読んで、なるほど、と目から鱗です。人形浄瑠璃なら「人形の泣く」というのも腑に落ちますね。敬老の日のイベントに、何か浄瑠璃でもやったということなのでしょうか。人形というとフランス人形とか、博多人形みたいな物しか想像しなかったので、ちょっと想像力の幅が狭いなぁと反省。 

光晴：人形は年を取らない。従って敬老の日などと改まって言われる日はない。逆説的な俳諧を持った句なのではなかろうか。それにしても、わざわざ老人の日から敬老の日などと言われると、いかに普段は年寄りを敬う風習がなくなったかがよく解る。私も老の部に入ってしまったようであるけれど。 

みすず：私も一読して、人形浄瑠璃ではないかと思いました。青畝師自身がご覧になったのか、それとも敬老の日の出し物として上演されたものなのかは分りませんが、秋晴れのうららかな一日、べんべんべんという太棹の音と、美しい人形をあやつる舞台、良き日本文化を楽しむお年寄りの姿が想像され、ほほえましい気がします。人形の泣くが言い得て妙だと思いました。人形も泣く、ではないので、多分人形浄瑠璃かなと思います。 

みのる：敬老の日の催し物として人形浄瑠璃が演じられている情景でしょうね。演じられているストーリーは涙物なのです。老いると涙もろくなるといわれますが、観劇しながら涙している老人の様子も想像できますね。あまりむずかしく鑑賞する必要はなく、敬老の日のほほえましい一点景と解すればいいと思います。

17■ 今日の月一挙手一投足に影

けふのつきいっきょしゅいっとうそくにかげ 

けんいち：雲一つない晴れ渡った中天に中秋の名月が掲かって、地上にあるすべての物を隈なく照らしている。全身にこの光りを浴びた青畝師の影も師が動く度にそれに連れて同じように動くのだ。一挙手一投足に影、この言葉でこの清澄な名月の様子をまざまざと表現されている。見事ですね。ところで「一挙手一投足」を私は最初、「いちきょしゅいちとうそく」と読んだのですが、この場合の一は、「いっ」と読むのですね。それで改めて読み直ししますと、「き」と「つ」の繰り返しで誠によろしい。師の言葉選びの見事さを改めて感じました。 

光晴：一挙手一投足と動きのあるものを持ってきて、逆に仲秋の名月の月光に身を曝し、その静けさ、無常観を満喫している。芭蕉の「古池」「閑かさや」と同類の感銘を受けた。 

とろうち：秋の月はいいですね。清澄という言葉そのものだと思います。その中でも今日の月は特別に美しい。名月と呼ぶのにふさわしい美しさをたたえて、静かに影を落としていると鑑賞しました。私はこの句を読んだとき、「月夜とめがね」という小川未明の童話を思い出しました。

みのる：明るい望の月光が作者の影を地に映しているという情景ですね。「一挙手一投足に」という措辞によって、その影が鮮明であることが連想できますね。また、名月を遮る一点の雲もなく、実に見事な今日の月であることも分りますね。名月の美しさを幾らほめても説明句になりますが、影を持ってきたところが見事ですね。
18■ 枝豆の豆鉄砲がわが口に

えだまめのまめでっぱうがわがくちに 

けんいち:茹でた枝豆を指で押せば中の豆が飛び出してくる。それを豆鉄砲。いいえて妙である。その鉄砲から豆を口のなかに飛ばした。枝豆の豆鉄砲のリズムがよい。暑い日居酒屋に飛び込み取り敢えずビールに枝豆。枝豆を口に飛ばし、ビールをぐいと一息に。その快感が伝わってきます。

とろうち：枝豆の豆鉄砲は単発かはたまた連射か。もしかしたら打ちそこなって、上あごに当たって痛かったとか。唇に当たって痛かったとか。どちらにしても緊張感とは無縁の、和やかな空気が読めますね。 

みのる：句意は明解、旬の枝豆に舌鼓を打って楽しんでいる様子ですが、幼子のような感性がないとこうは詠めないと思うのです。俳句は理屈で詠むものではないというお手本として選びました。 

19■ 大山に揺さぶりをかけ芋嵐

だいせんにゆさぶりをかけいもあらし 

けんいち：大山の麓の里芋畑。大山は連山でなく、一弧峰をなしています。日本海側からの強風に高く伸びた茎の上の大きな芋の葉が大揺れしている。晴れ渡った空のしたの大山がそれに連れて揺れるが如くである。雄大な風景です。
とろうち：里芋の大きな葉が大きくうねっている様は、本当に迫力がありますよね。ゆっくりと大きく動く様子は、競技場などで見かける、観客のウェーブにも似ています。「大山に揺さぶりをかけ」というのは、とても説得力のある表現だと思います。この強風に煽られる里芋の葉の様子を「芋嵐」と呼んだのは、青畝氏の抜群のセンスを示すものだと思いますし、これが季語に定着したのも、またむべなるかなと思わせるものですね。 

みのる：鳥取県大山高原の芋畑でしょうね。大山では、里芋も薩摩芋も栽培されているようですが、芋嵐といわれると里芋畑の方が、実感が湧きます。ひろびろと展ける大山高原の果てに、雄大な大山が屹立しています。大山を訪ねられた方であれば、よりこの句を実感されることでしょう。 

20■ 一切を霧となしゆく出窓かな

いっさいをきりとなしゆくでまどかな 

けんいち：何回も何回も読んでいるうちにこんな風景が浮かんできました。高原にある山荘です。大きな出窓があり、そこから正面に山が見え、近くの木々は紅葉が始まっています。そこに一陣の風。霧が降りてきました。たちまちのうちに外の景色は見えなくなり、見えるのは霧ばかり。「霧となしゆく」、この措辞により時間の経過を表はし、今まで見えたものを想像させます。青畝師は霧で秋の高原の風景が見えなくなったのを残念がつているのでなく、霧を含めて移ろい易い秋の雰囲気を満喫されていたのではないでしょうか。「一切」「出窓」この言葉の効果は抜群ですね。 

はるにれ：すっきりと一読で状況のわかる句ですね。「霧となしゆく」で、どんどん霧が濃くなっていく状況がよくわかります。一切が霧の中に包まれていく。出窓に見えていた絵画のような景色、目の前にあった緑の木々も影絵のように黒くなり、最後はまったく見えなくなっていった。そんな状況が手に取るようにわかる。こんな俳句を目指したいなと思います。 

光晴：即物具象でなおかつ平易な言葉。裏には人生だってこうなのだ、と言う無常観が見事に表出されています。素直で真似のしたい句作りです。 

とろうち：似たような状況を見たことがあります。ホテルのロビーから見た風景ですが、みるみるうちに視界が真っ白になり遠近感がなくなって、窓というより白い壁のように見えるなんとも不思議な感覚がありました。出窓からの風景は、きっと俯瞰できるようなものだったのでしょうね。 

みのる：とろうち解にあるように高原ホテルでの窓景色でしょう。青畝先生は、毎年8月に約1週間、六高山にあるオリエンタルホテルで避暑生活をされ、選の作業や作品を詠まれました。先生の没後、お嬢さんの道子さんご夫妻とご一緒にホテルを訪ねる機会があり、先生が毎年籠られたという部屋を案内していただきました。山頂にあるその部屋の出窓からは、神戸の町が一望できる素晴らしい眺望でした。あっという間に霧が立ち込めて何も見えなくなりますが、またしばらくすると嘘のように霧が晴れたりします。「と見る間に霧となしゆく出窓かな」わたしなら、たぶんそう詠んだのではと思いますが、「一切を」とされたところが非凡です。光晴解にあるように、今まで見えていた現世がたちまち何も見えなくなったという無常観もありますね。 

21■ 一茎にとなめとんぼの重さかな

いっくきにとなめとんぼのおもさかな 

けんいち：となめ、尾を舐める、すなはちとんぼの交尾のこととありました。子供のころ、二匹のとんぼが頭と尾をお互いにくっ付け合い輪状になって飛んでいるのを見かけ、何かか神秘的で不思議な気持ちになったのを思ひ出します。今日の句。あまり大きくない、もしかすれば糸とんぼのような小さなとんぼがとなめして、小さな草の茎にとまっているのを想像します。草がかすかに揺れています。「重さかな」の措辞が心に響きます。
とろうち：またひとつ言葉を覚えました。「となめとんぼ」と言うのですね。風にもしなう秋草に、つがいのとんぼが止まっている。秋草をしなわせるとんぼの重さは、同時に子孫を残すための「生の営みの重さ」なのでしょう。虫の世界は淡々としているだけに、余計に生と死について強く感じます。

みのる：町中では見られない情景ですが、水辺の秋草にとどまっているのを見ることができます。「重さかな」が実にうまい表現ですね。細い秋草にとなめとんぼが止まっていること、とんぼうの重さで秋草が撓んでいること、秋風に吹かれながら、静かな時間が経過していること、等々、いろいろと連想が広がっていきます。写生とは言いながら、心に響くまで待てないと、「重さかな」は出てこないですね。

22■ 秋の蚊を打ち得て笑ふ盲かな

あきのかをうちえてえまふめしひかな 

けんいち：一読笑ひましたが、よく読めば、なんと痛々しい事よ、と。夏の蚊のふてぶてしいまでの元気さに比べて、秋の蚊はあるかなきかの様子。飛ぶ音もあまりせず、いつの間にか体にとまり血を吸っている。滅びる前の渾身の力で吸ふものですから、その痛さ痒さは夏のそれに比べても遜色はない。それだけに憎さがつのりこちらも渾身の力でパシリ。飛翔力が落ちているものですから簡単に打ち落とせます。盲人のそんな姿。目が見えないだけに吸はれている所を慎重に選びパシリ。見事打ち得て会心の笑み。同じ弱者同士のこの戦い。
とろうち：やぁ落としたぞと無邪気に笑う人。ただの蚊ならそれで終りかもしれませんが、秋の蚊というのが哀れに感じますね。けんいちさんの仰るとおり、一読ユーモラス。でもどことなく、もののあわれを感じさせる句ですね。 

みのる：昨今では、差別用語云々と評されるのでこのような句は詠めなくなりましたが、青畝作品には、結構多いです。言葉だけを取り上げて、差別用語と騒ぐのは哀しいことですね。青畝先生は、こうした言葉を使った場合でも、希望や愛の感じられるように詠みなさいと言われました。ハンデキャップを持つ人々が、それを乗り越えて笑顔で生きておられる姿に、わたしたちもまた勇気を与えられます。さてこの句、「秋の蚊」という季語が動くかどうかが鑑賞のポイントなのですがいかがですか。

けんいち：私の鑑賞に書いた通りで、秋の蚊でこの句は成り立っていると思ったのですが。みのるさんの改めての問い。うーむ。しからば通常の夏の蚊であればどうか。盲人であっても秋の蚊に比べてその所在はもっと明らかなはず。そんなところにこの問いのヒントがあるのかなあ。秋の蚊であるからこの句がなりたっていると直感で思ったのですが、書いた以上の説明は出来ません。 
よし女：宿題の回答です。良いかわるいか。秋の蚊は夏ほどの勢いはありませんが、結構、執念深く付きまといます。刺されると痛い。夜、暗闇で打ったことがあります。頼りは耳でした。力が弱っているのと、同じ場所から離れない秋の蚊、打ち得て笑ふ盲。やはり、秋の蚊ですね。 

みのる：宿題のつもりはなかったのですがごめんなさい。このような作品を鑑賞する場合、季語の働きについて考えるとポイントが見えやすいということを言いたかったのです。そのために必ず歳時記を繰って調べる習慣をつけましょう。さて、秋の蚊を歳時記で調べると、「秋なお残って人を刺す蚊は執念深く憎くもあるが、どこか哀れでもある。」とありました。おそらくこの秋蚊は何度もしつこくまとわり付いて主人公を悩ませていたのではと思います。盲目の主人公に対する哀れさが漂いますが、「したり！」と会心の笑みを浮かべられた表情に救いを得た感じがしますね。 
23■ 雨だれを恨める秋の遍路かな 

あまだれをうらめるあきのへんろかな 

けんいち：秋の長雨です。遍路宿の軒先から雨だれが絶えません。今日も又泥濘の道を雨に濡れながらの道行になると呟きながら、まだ乾ききれない遍路装束に身を固め草履の紐をきつくむすぶのです。しかし困難な道を行くからこそ、仏様のご加護も厚いと思い直しているかもしれません。
遍路はそもそも、病などの苦悩を抱えた人がそれを打ち払う為に行うものです。遍路は春の季語ですが、同じ遍路でも秋の遍路となると哀れさが一層感じられます。この句からそんなお遍路さんに対する深い同情といふか感情がくみとられます。

とろうち：お遍路さんはテレビで見るだけですので、あまり季語として実感はないですね。単純に、天気が悪くていやだなぁと落ちる雨だれを見ていると解釈をしました。秋というのは一雨ごとに寒くなってくるし、秋の雨は冷たいですよね。春の雨のような暖かさはなく、どことなく寂しい。どこかで一緒になったお遍路さんのつぶやきを聞いたのでしょうか。
よし女：秋の遍路は寒さに向かいます。雨が降ると衣服が濡れて乾かず、風邪の原因にもなるし、日程が遅れますよね。「止まないかなあ」と恨めしく思うことでしょう。「雨だれを恨める」の措辞にさまざまなことが想像できてうまい表現ですね。
みのる：春の遍路と秋の遍路との違いは何でしょうか。単に季節が違うというだけでしょうか。この句を繰り返し音読しながら、そんなことを考えていました。春はのどか、秋は爽やかといわれて、気候もよく歩くのに体力の消耗が少ないので遍路が多いのだと思います。厳密に言うと、春遍路を詠むときは、春らしい雰囲気を醸し出さなければ季語が動きます。秋遍路を詠むときも同じですね、揚句の場合、秋雨を感じさせることによって、秋の遍路としての雰囲気を醸し出し、季語を不動にしています。
24■ 小手のうちへの字現れ雁の来る 

こてのうちへのじあらはれがんのくる 

けんいち：おや陽を浴びて北の方から小さな黒点が、小手をかざしてみれば、だんだん大きくなってきた。への字の編隊を組んだ雁だ。待ちにまった雁が今年も来たよ。古く中国では雁は遠くからの便りを携えてくるといいます。そのあたりの連想も面白いです。ネットで雁行の写真を何枚かみましたが、への字が代表的ではありますが、かなの草書めく列もありました。今年はどんな便りを雁は持ってくるのでありましょう。
とろうち：私が気付かないだけかもしれませんが、雁の飛行は見たことがありません。小手をかざして空を見ていると、小さくへの字が見え、やがてはっきりと雁の姿が見えてくる。雁の来るという言い方には、いよいよ雁の飛来の季節かという気持ちが現れているのでしょうか。空にへの字を見た時に、感慨深いものがあったのかもしれませんね。
よし女：小手は指先からひじの間なのですね。雁のへの字が現れるとは、意表を付いた表現ですね。それが小手のうち。参りましたと言うところです。現在の家を建て替えるとき、実家の古い家で4ヶ月暮らしました。五右衛門風呂が残っていて、それを焚いているとき、雁が編隊を組んで渡っていきましたよ。煙突の煙と雁、句にはなりませんでしたが忘れられない光景です。
みのる：遠景の一点をよく見ようとするときに、手庇をするでしょう。「小手翳す」とも使います。大空遠く黒点のように見えながら移動している物体を見つけた。その正体や如何にと小手を翳して眺めていると、だんだんと点から線へと変わり、やがてへの字に雁行してやってくる雁の棹であったというのです。近江八景「堅田の落雁」は有名です。

25■ 今日帰るべしつばくろは無一物

けふかへるべしつばくろはむいちぶつ 

けんいち：燕は春に来て営巣し、子をなし、そして秋にはその巣を捨て、家族ばらばらにただ一羽で南に帰ってゆきます。帰るべし、のべしは燕の意思ではなくそのように運命つけられている事を意味するのではないでしょうか。このべしは無一物にもかかり物質的にも精神的にもなにもない事なのでしょう。人間「本来無一物」という禅の言葉があります。無一物で生まれ、無一物で逝くのですね。

とろうち：勉強不足で私が知らないだけかもしれませんが、この句には季語がないのですね。鳥帰るというのは春の季語。鳥渡るは、秋の季語。でも秋に日本から去っていく鳥もいるわけでして、燕帰るはたしかに秋の季節を表しています。ついーと身軽に飛んでいく燕を見かけて、ああ今日南の国に帰るのだろうと思いを巡らせたのかもしれません。帰省のたびに、あれやこれやとお土産やらなんやらと、荷物もしがらみも抱えて帰る人間とは違って、身一つで帰る身軽さをうらやむ気持ちもあったかもしれませんね。帰る燕というと、親指姫や幸福な王子などの童話を思い出します。古今東西、燕の飛来は何かしら想像力を喚起するものなのでしょうか。
よし女：帰るべしの、「べし」は推量でしょうか。「今日帰るだろうつばくろは、無一物だよ」薀蓄のある言葉ですね。ずっと以前、野鳥の会で燕の生態を聞き調べたことがあります。南へ渡る前、何日か葭むらに集結するのです。「燕のねぐら入り」と言い、それは見事です。ねぐらいりを何日か繰り返して、何回かの集団で渡るといわれています。帰る準備をしているのがわかります。
やはり秋の季語で、「無一物」が効いてますね。人間本来無一物に通じます。
みのる：季語は、帰燕（秋の燕）です。よし女解にあるように、燕は南へ旅立つ前に集結し、群れを成して帰っていきます。そのような燕たちを見て、いよいよ旅立つのだな（帰るべし）と感じたのです。人間ならば長旅に備えて、あれもこれもと心配して荷物を整えますが、燕たちは神の摂理を信じて無一物で旅立とうとしている。クリスチャンであられた先生は、そんな風に感慨を覚えられたのでしょう。わたしはこの句を一読、新約聖書マタイ六章「空の鳥を見なさい。・・・明日のことを思い煩うな。明日のことは明日が心配する。」との一連の聖句を連想しました。
26■ 屠牛場へ道曲がりをり彼岸花

とぎうぢやうへみちまがりをりひがんばな 

けんいち：なんといふ心淋しい風景なのでしょう。現在のように食肉業者が大規模化しない前は、屠牛場は部落のはずれに隠れてひっそりとありました。この句も屠牛場は見えません。あの道を曲がればあるのです。その曲がり角に彼岸花が・・引かれてゆく牛がこの曲がり角で悲しそうな目でこちらを振向いているのがまざまざと心に浮かんできます。あえて血を思わす曼珠沙華と云はず彼岸花と詠まれたのが効果抜群です。この句から、住井すゑの橋のない川を想起します。青畝師の故郷奈良が舞台です。牛の哀れさと同時に、差別問題についてもいろいろ考えさせる句です。
光晴：ペーソスのある句です。六郎の絵のようです。真っ直ぐ行けば正面は極楽浄土の花野。曲がれば地獄。人生の分岐点とも見えます。曲がった道を選んでしまう人のなんと多いことか。彼岸花に到達する道を選びたいものです。

とろうち：屠牛場というのは、やはりその性格上、村はずれのような場所にあったのでしょうね。その道へ行く人というのは決まっている。おそらく一般の人はまず通る事のない道。屠牛場へと曲がっていく道端には真っ赤な彼岸花が咲いている。人が生きていく上で仕方のない事とは言え、殺されに行く牛の事や肉牛農家の人の心中などを察すると、いたたまれないような気持ちになる。そういった複雑でなおかつ生の為の死、死の上に成り立つ生といったものを彼岸花という季語で言い表していると感じます。

よし女：屠牛場へ曲がっている道のほとりに彼岸花が咲いている。誰も気が付かない視点、彼岸花の紅、すごい一句ですね。屠牛場の仕事に携わる方も昔は大変な苦労だったのです。

はるにれ：一読凄い句だと思いました。屠られる牛の目が見えるような気がしました。それを引き出しているのが「彼岸花」というゆるぎない季語。実際の景を越えた写生、写生を超えた写生という気がしました。
みすず：何ともいえない悲しい句ですね。村の細い道を曲がるとそこは屠牛場。おりしも彼岸花があかあかと咲いていることだよ。淡々とした風景の表現に、余計悲しみが伝わってきます。ここを幾頭の牛が引かれて行ったことでしょう。荷車に載せられていったのか、それとも手塩にかけて育てた人が綱を手に、別れを惜しみながら、引いていったのか。人物や牛が描かれていないのに、情景が髣髴としてきます。きっとこれが写生の力なのでしょうね。彼岸花の季語が非常にいいと思いました。こういう風に季語を使ってみたいと思います。
みのる：屠殺場へ引かれていく牛は、本能で感じて哭いたり、抵抗すると聞きました。なんとも哀れですね。彼岸花のことは一切説明していないのに、この彼岸花の季語は動きません。「彼岸花」は、血の色を連想させると同時に、宿命とは言いながら、屠られようとする牛の寧かれと祈る作者の気持ちもくみ取れると思います。
27■ 蟹の舎利水澄みきってゐたりけり
かにのしゃりみずすみきってゐたりけり 

けんいち：蟹の舎利？　舎利はお釈迦様の遺骨ですね。百歩譲って蟹の骨としてもおかしい。だいいち蟹には甲羅はあれど骨は無い。舎利・・しゃり・・シャリ。そうだ米のことだ。そこで鑑賞。川蟹です。川の流れにに小さな蟹が密集しています。秋の澄み切った水が流れ蟹のうごめく姿がはっきりと見えます。まるで米粒の様に。時々主夫をします。お米を砥ぎます。何度も何度も繰り返します。糠が抜け、水が澄み米粒がはっきり見えて完了です。この句からも、川蟹が密集しお互いに体を触れ合う音がシャリシャリシャリと聞こえてきます。蟹と水澄むの季語重なりの句ですが、そんなことは関係なく、青畝師の言葉使いの巧みさにただただ敬服するのみです。

はるにれ：しばらくパソコンを持たない暮らしをしていました。戻ってきて、この句を見ました。蟹と澄みきった水・・清冽な流れが浮かびます。蟹の舎利？　何のことなのかよくわかりませんが、産卵する蟹がいるのでしょうか？　蟹の卵はお米を連想させますよね。蟹って卵が孵化するまでメスがお腹に抱えているようですが、その卵がお米粒に見えるのでしょうか。水が澄みきっているのですから川にいる沢蟹なのでしょうか。卵を抱えている蟹の雌であればそこに心を寄せる作者の心も伝わってくる気がしますが・・・

とろうち：さぁ、また難問だ（笑）この蟹は沢蟹ですね。では蟹の舎利とは一体なんぞや。私もはるにれさんと同じく、蟹の卵と思いました。調べて見ると、沢蟹の卵は2㎜ほどのオレンジ色らしいですね。そうすると舎利に見立てるには無理かしら。でもそれしか思いつかない。沢蟹がいるような水は、それでなくても澄んでいます。蟹が抱卵している様子まではっきりと見えるほど秋になってさらに水は澄み切っている。舎利という言葉が、清冽な水の澄み具合を強調しているように思います。

光晴：舎利は粉々に砕けた骨でしょう。昔は沢の澱みなどによく死んだ沢蟹のばらばらの足や甲羅を見たものです。青白いそれらは骨壺を撒いたようにも見られますが、静寂な秋の季感を感じます。

とろうち：光晴さんのコメントに、なるほど～と納得してしまいました。それにしてもここ数日の句には、どことなく諸行無常のような雰囲気がありますね。

みすず：舎利という言葉を初めて見ました。仏さまの遺骨、そして普通の骨のことも言うのですね。透き通った水に、小さな蟹の部分が散らばっているのが見える。小さな蟹の骨も、尊いいのちあるものの、命を全うしたあとの大切な形。と、ここまでよむのは深読みでしょうか？　声に出して読むと、かに、しゃり、水、澄み、きって、ゐた、り、けり、とイ音の繰り返しによって、より清冽さが出ているような気がします。蟹は夏の季語ですが、この場合の主季語はやはり「水澄む」でしょうか。
はるにれ：光晴さんのコメントにそうだったのかぁと的外れを考えていた自分がおかしくなりました。確かに水の中に白い蟹の足などを見かけることがありますね。蟹の骨で「水澄みきっていたりけり」がものすごく効いています。光晴さんありがとうございました。
みのる：舎利の解釈で盛り上がるとは思いませんでした。WEB百科事典によると、次の説明がありました。

仏舎利（ぶっしゃり）とは、入滅した釈迦が荼毘に付された際の遺骨及び棺、荼毘祭壇の灰塵を指す。「舎利」は遺骨または遺体を意味する梵語シャリーラの音写。

「舎利塔」「仏舎利塔」という建造物は結構あると思います。揚句の場合、沢蟹の死骸だと思いますが、一見白骨と見紛うような状態になって、沢石の窪みに引っかかっているのが見えたのでしょう。「蟹」は季語ですが、「蟹の舎利」に季感はないので、「水澄む」が季語です。沢蟹の寿命は10年くらいだそうですが、どことなく生命の尊厳を感じさせる句ですね。

28■ 荒縄を呑み込んでをる吊し鮭
あらなはをのみこんでをるつるしざけ 

けんいち：新巻鮭で検索するとこの風景に出会います。とれた鮭に塩を擦り込み何日か馴染ませたあと、鰓のところに荒縄をひっかけそこから口に引き込み、口先から縄をだし、吊るして乾燥しているのです。まさしくこの句の通り荒縄を呑みこんでいるが如くです。無念の形相すさまじく列をなして首を吊られた鮭。まことに無惨です。荒縄が処刑を連想させます。

光晴：新巻鮭のすばらしい写生と感じました。歳末の御徒町などが連想されました。その季感も、季語も冬だと思うのですが、間違った鑑賞なのでしょうか？
とろうち：一読、連想したのは高橋由一の「鮭」です。
http://db.am.geidai.ac.jp/object.cgi?id=4126
対象をまっすぐに正面から見つめた、客観写生そのものという句ですね。「荒縄を呑み込んでをる」という言葉から、くわっと口を開け生きているが如き表情で吊るされている鮭が、容易に想像できます。鮭は秋の季語ですし獲れるのも秋。きっとこれは産地で吊るされたばかりの、まだ活きのいい？　鮭ではなかったでしょうか。
みすず：私もとろうちさんと同じ絵を思い浮かべました。芸大の美術館が作られたときに、ポスターとなった絵ですね。鮭が吊るされてぶら下がっているのを見て、受身の表現ではなく「呑み込んでをる」と能動的にで表現したことで、一気に鮭が生きていたときの勇姿を想像させるような、生き生きした描写となりました。うーん、「上手い！」と感心してしまいます。（この新巻鮭もきっと、美味かったことでしょうね）
みのる：光晴解のとおり、「あらまき」と詠まれれば冬の季語です。歳晩に歳暮の贈答用として市場に出回るそれは、冬の季語です。けれども、この句の鮭は出荷する前、つまり塩蔵するために吊るされているのですね。したがって、「鮭」が季語なので「秋」と解するのが正解かと思います。みすず解にある絵は、高橋由一の代表作で、重要文化財として東京芸術大学芸術資料館に収蔵されているとのことで、1990（平成2）年10月東京芸術大学芸術資料館で「特別展観《鮭》」と題された展覧会が開催され展示されたそうです。
29■ 百礁にまぎれ根釣の天狗ども
ひゃくせうにまぎれねづりのてんぐども 

けんいち：岩場に立ちその岩礁に寄せくる魚を釣るのを根釣といふようです。秋の季語です。大物狙いが多いようですね。百礁とありますから、沖合いの岩場を船で渡るのではなく、磯伝いに岩場が連なっている釣り場を想像します。この句の雰囲気、天狗なる言葉から、夜釣と思います。岩場が連なる磯伝いに岩陰のあちこちに人の蠢く気配。時々ランプに照らされた人影が。あああれこそ、吾こそは釣の名人と自称する、釣天狗どもだ。竿を選び、テグスを選び、針を選び、餌を選び用意万端整え期待に胸を躍らせている姿が目に浮かびます。天狗が言いえて妙です。

とろうち：「天狗ども」という言葉がおもしろいですね。みんな心の中では、今日こそ大物を釣り上げてやると鼻息も荒く釣り上げた釣果を想像しては、鼻高々の天狗になっている。海釣りは経験がありませんので、いまひとつ具体的な光景は想像できません。ただ、釣りをしている人たちの期待感、ワクワク感などが感じられる楽しい句だと思います。
みすず：夜釣りを一度見たことがあります。真っ暗な中で、ポツン、ポツンとカンテラのような明りがわずかに動いています。何時間もじっと同じ場所で頑張っています。見ているこちらまでも、胸が高鳴るような思いになりました。きっと釣の好きな方には、夜釣りの魅力は格別なものがあるのでしょうね。天狗ども、が面白いですね。ここでは、釣りバカというか、我こそはという釣自慢の天狗なのでしょうが、百礁にまぎれ、という言葉から、陸の天狗が暗い木立の中を自在に飛び回る様子も想像しました。
光晴：時刻は夕まずめだろうと思います。魚は朝まずめ、夕まずめがまず釣れやすい時間帯だからです。夜釣りではそれこそ、カンテラしか見えないでしょう。掲句は夕方遅くなってきたのに、まだ帰らずに釣り天狗どもがここからが釣れる時間だなどと言っているよ、でしょう。もちろん磯釣りです。釣り舟なら当然船頭が否応なしに帰港を急ぎますから。釣り天狗を軽く笑った、俳諧味の濃い作品ですね。
よし女：釣好きの心理を突いた好きな句ですね。百礁にまぎれの措辞、「天狗ども」と釣り天狗への愛溢れる呼びかけ。礁にまぎれて、ずらりと竿が並んでいたのでしょうね。
みのる：季語は、「根釣り」ですから、夜釣とは区別すべきと思います。根釣りは、波止釣り、磯釣り、船釣り、渓流釣りなどの一般的な釣りとは全く違います。根釣りの本質をよく研究しないと鑑賞の深さが変わってきますね。また、その本質を捉えて鑑賞しなければ、季語が動いていまいます。歳時記を見ると、次のように説明があります。「根というのは海底の岩礁のこと。秋になると魚は岸近く寄ってきて水底の根につくことが多くなる。それを舟や網ではなく、岩頭に立って釣るのである。」根釣りが秋の季語であるゆえんはここにあります。このことを踏まえてもう一度この句を鑑賞してみると誰もが納得できると思います。この釣り場は、根釣りにうってつけの岩場で、根釣り人達は、短い竿で岩の隙間から糸をたらして、海底を探りながら釣りをしているのです。暫くして魚信がなければ、また次の穴を探して、岩から岩へと移動して釣りめぐるのです。「天狗ども」というのは、「釣り天狗」にも通じていますが、岩から岩へと跳び渡る様が、天狗のようだとの意味も含んでいると私は思います。みなさんにお勧めしたいのは、単に句の表面だけを鑑賞するのではなく、必ず、歳時記で季語の本意を確認してほしいということです。この習慣を励行することで、合評の学びの効果は倍増します。じっくりと歳時記を読み直して勉強するという機会は、案外少ないものです。
30■ 白き翳聖母なり水澄めりけり 

しろきかげせいぼなりみずすめりけり 

けんいち：池の面にちらりと白い翳を見た。よくみれば池の水は秋の日のもとに澄んでおり赤子のキリストを抱かれたマリアさまの白い塑像がくっきりと映っている。教会でマリア像を見るのは常のものでしょう。青畝師はおそらく意外なところでこの風景に会われたのではないでしょうか。クリスチャンであられる師は敬虔な驚きをおぼえられたと思います。水澄みにけりと云わず、水澄めりけりと詠まれ、なり、めり、けり、と続けられた。驚きの感動がよく伝わってきます。

みすず：美しい景ですね。この句も、白き、聖母、なり、水、澄めり、けり・・・とイ音のリフレインで水澄むの季感がより生かされていると思います。実際の像を仰ぐのも良いものですが、水に映っているマリア像を見るのも、より清らかさを感じることができますね。視点の発見が、いつも新鮮で教えられることが多いです。
はるにれ：聖母の翳が映った水のきれいさ、澄んでいることよく分る句です。その辺りの空気全体が澄んでいる・・この聖母像は無原罪のマリアさまの気さえしてしまいます。俳句的には大胆！と思わざるをえません。三段切れの上に、なり、けり、めりと続く。句会で出したら、誰も採ってくれない様な気がしますが。
よし女：「水に映る白い翳は聖母であった」水澄むの季語にぴたりの措辞だと思います。かげも翳が使ってありますね。静謐な一句ですね。
とろうち：言いたい事は全部みなさんのコメントにありますので、これ以上言うことがなくて困っています。水も空気も、聖母像の白も聖母マリア自身も、全てが澄み切った、美しい句ですね。
みのる：みなさんは、「出現の聖母」というのをご存知でしょうか。キリスト教の基本は、救い主であるイエス・キリストを信仰するのですが、カソリックの場合、マリア信仰（キリスト・イエスの母マリアを信奉する）が多いようです。日本のキリシタン迫害史にも、純白の聖母マリアが出現するという伝えがあるようですが、有名なのは、「ルルドの聖母出現の奇跡」です。この奇跡を模して教会や修道院の庭にマリア像をしつらえている場所は日本国内にも少なくなく、世界にもたくさんあるようです。当然、これらの聖母像はみな純白なのです。池の畔に立てられた聖母像が、澄む水に映っているのですね。俳句では、「白」は、秋を象徴する色だと説明したと思います。「白き翳聖母なり水温みけり」でも、句意は通じますが、やっぱり、「水澄む」の季語が不動であることがよく分りますね。
